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石油の 1.4％，運輸の 1.3％，鉱業の 1.2％と続く。しかし，電力と工業を除いて，ほとんどの部門で CO2排
出量が削減されておらず，生産工程，廃棄物処理工程などで，本研究では直接制御対象としていないメタン
や亜酸化窒素の排出がより少ない工程への変換による，実質的な二酸化炭素削減効果（排出総量の 2.3％か
ら 8.4％に相当する効果）によって，政策シナリオが実現することを明らかにした。代替エネルギーの転換
を見ると，風力および太陽光発電量は，全電力消費量のわずか，0.01％程度であるが，相対的に，風力発電
の伸びが大きく，現在の中国では風力発電が比較優位性を持っていることを示した。特に，最終年次で初期
年次の 2倍の成長を示した。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究は，シミュレーションにより，中国における二酸化炭素排出削減のための炭素税の導入とその効果，
影響を評価すること，また最適炭素税率を導出することを目的としている。二酸化炭素に代表される地球温
暖化効果ガスの排出削減問題はエネルギー問題と密接に関連しており，本研究では，太陽光および風力発電
への転換をエネルギー総需給バランスの中で考察できるモデル構造となっている。また，本研究では直接対
象としなかった，メタンや亜酸化窒素あるいはフロンに代表される，1単位あたりの地球温暖化効果の大き
な物質の排出を抑制する生産工程，あるいは廃棄物処理工程を想定することで，ポリシーミックスとしての
政策シナリオに実行性を持たせている。シミュレーションモデルの構造は，価格式と数量式の同時決定体系
となっており，最適な炭素税率を内生的に導出し，生産および消費に対するその効果，影響を総合的に評価
できる点にオリジナリティがある。シミュレーションモデルを特定化するためのデータハンドリングとその
検証は適切になされており，この種の政策評価モデルとして汎用性の高いものであり，高く評価できる。各
国が，炭素税率の導入を具体的に議論する中，中国ではこの種の議論が遅れていた。本研究は，中国におけ
る最適な炭素税率を導出した点でもっとも高く評価できる。
　申請者は，国内および国外の学会で多くの論文発表を行っており，内外の研究者より高い評価を得ている。
　よって，著者は博士（学術）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
